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貧栄養型湖にbける鱒類の食性(予報)

犬飼哲夫*

井上聴*

Preliminary note on feeding habits of the七rout

in oligotrophic lakes 

By 

Tetsuo INUKAI and Satoshi INOUE 

(lnstitute of Zoology， Faculty of Agriculture， 

Hokkaido University) 

湖の如き閉鎖環境の中における生物の食物の関係は 筆者等は摩周湖のニジマス，支勿湖，倶多楽湖のヒ

その湖の栄養状態によって非常に差異がみられるもの メマスの食性を調べた結果，これら貧栄養湖のマス類

でまちる。湖はその湖沼襟式から富栄養'W!と貧栄養型に の食性は，他の河川及び富栄養湖のものと異なり 3 或

分けられるが3 前者は水深が深し透明度大，栄養塩 る一つの傾向がみられたので，ここにとりまとめて報

類小量，溶解性酸素は全層を通じて飽和に近い，プラ 告ずる。

ンクトンは貧弱，底優生物は種類3 量共に割合豊富で 本文に先立ち，昆虫の同定に御援助を得た昆虫学教

乞るが，ネグトン例えば魚類は貧弱で、狭i温性のものが 室小西正泰氏，奥俊男氏，並びに御教示を得た劃物学

多い。湖底は有機物に乏しい等の諸特徴がるり，後者 教室の諸氏に謝意を表ずる。

は大体これと反対の状態にるる。

本調査においては賛栄養湖の代表として北海道の摩

周湖，支勿湖，倶多楽湖を選んだ。

湖の概況

摩周湖

従来魚類の食f性生に関する報告は数多くあるが，一i投投 阿寒国立公園の中に属し，湖面は海抜 35印Om叫 3 国積

に河川及び富栄養湖におけるものカが;多く，貧栄養型湖 2却Ok2m叫n孔1， カルデラ湖で最水深 2包11.5m，透明度 27一

におけるものは少Lい、、。北海道の山地iに之おける湖の殆ん 2沼8mを有ずる。注入川は細流 2本1忘らるのみで

どが深いカルデラ湖で，従つて極端な貧栄養型となつ 川は全く存在しない。酸素は深層まで多量に含まれる

ている。この種の湖における魚類の会性調査はご2 三 が3 有機物及び栄養塩類は著し〈之しし従ってプ

散見されるだけである。湖とおける魚類の食性調査は ランクト yも貧弱で，Dαphniαlongisp仰αhyal仇α，

その水域における魚類の資源維持2 繁殖及び養殖上に Bosm伽a coregoni. Scapholeberis mucronatα. 

も，叉澗滋環境についての生態的考察上にも，更に天 Cyclops stγ側 us等が僅かにみられる。その他の水棲

然餌料と棲息賓度その水械の生物との食物連鎖との関 生物としてエヅサy ショウオのみで2らったカも 1926，
係等からも非常に重要な意義を有するものと恩われ '27， '28の3聞に亘ってニジマスを， 1929年 steel

る。近時内水面の利用とL、う見地からも，これら食生 head troutを夫々移殖した。スジエピ，ザリガユも

産的な湖の改善による生産量の増大に基礎的資料を提 放養されている。

供で。きるものと思われる。 支吉右湖

支勿， ~同爺国立会園に罵し，湖面は海抜 248m，面

蛍北海道大学農学部liIJ物学教室 積 77.2km2のカルデラ湖で3 最水深 363m，面積か
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らは北海道第一の大湖2 深さからは，本邦第二の深湖 のもの，叉かなり消化されているもの，比較的に原形

でるる。流入河川は美笛Jf)， ニナル川，オコタンペ川 を止めているもの等，色々の消化の段階のものがみら

あり，排水は千才川が怠る。 100m以深は 40C以下 れた。三湖のマス類の食餌の種類を示ずと次の如くで

の水が常存し酸素は深層まで多量にi容存ずる。栄 <lTる。

養塩類少し有機物も極めて少しプランクトシは 倶多業湖のヒメマス

Acanthodiαpt01肌 syama制 C開 sis，Dαphn似 lon- INSECTA昆虫類

gisp的。 hyαlina，Scα.pholebm・ismucron日ta，Bos- Coleoptera鞘麹目

mina coregoniと数種の少量の輪虫類，植物性プラン Myllocerus griseusカシワクチプトゾウp

クトンがみられる。底棲生物は Chironol1ωsplu・ Chorαgus sp.ノミヒヂナガグウの一種， Cara-

l1WSUS， C. connectens， Tubifex sp.， Gα?比例αγussp. bidaeオサムシ科，Calleidαonohαアオアトキ

がみられ，その他に在来種としてアメマス，カジカ，ザ リゴミムシ， Anthobiu悦 sp.ハナムグリハネ

リカeニ.ェヅサ Yショウウオ，移殖1重としてヒメマス， カクシの一種，Tachi句協ssp.， Lathridiidaeヒ

ニジマス，カワマ九ウグイ.7ナ.スジエピ等がるる。 メマキムシ科 Elateridae コメツキムシ科，

f臭多楽湖 Chrysomelidaeハムシ科。

支勿， 1同爺国立公園に麗し，湖面は海抜 279m，面 Diptera双麹目
積 3.43km2の殆んど円形に近いカルデラ湖で最大水 Bibiojoha句協isクロホシケパェ，Chironomidae 

深 146.5m，100m以深は 40C以下の水が常存し ユスリカ科 (pupa，larva). 

深層まで多量に酸素が溶存し，栄養塩類，有機物は共 Hymenoptera膜麹目

に乏しいp 流入川，排水川共に存在じない。底民生物 Ichneumonidaeヒメパチ科 Chalcidoidea小

は T仰 yta1・susg側 uinus，Chironomus connectens， 蜂上科，Braconidaeコマユパチ科， Formicidae 

Cγyptochiγonomus sp.， Molonna sp.， Tubifex sp. アリ科。

がみられ， プラ y クトンは Acanthod似.ptomusyαHemiptera半遡は

m肌 acensis，Sc叩 holebe門 B 叩羽cronαtα，Bosm仇α Psyllαpyγisugaナシキジラミ， Psyllidaeキ

longiγostrisが2 その他に本湖の特異な生物としてエ ジラミ科， Araeopidaeウンカ科" Pentatomi-

ヅサy ショウウオの Neotenyの現象のものと， フラ daeカメムシ科。

スモ Nitellαsp.がるり， ヒメマス，二ジマス，ウグ ARACHNIDAクモ類

イp コイ， フ十が何れも移殖されている。 Araneina

以上三湖について簡単に概説したが，共通点として CRUSTACEA甲殻類

1)栄養塩類が乏しいこと， 2)酸素が深層まで多量に Cladocera紙脚日

i容存している。これは湖底は有機物に富んだ浮泥が少 Scapholeberis mucronαtα アオムキミヂンコ

くないことと，深層は低温のために有機物の分解によ Copepoda 検脚|ヨ

る酸素の減少が起らないためである。 3)従って植物 Macrocyclops sp. 

性フ。ラシクトシが少しこれに伴って動物性プランク 支費者湖のヒメマス

トンも貧弱となって〈る。これらのことは更に魚類の INSECTA昆虫類

棲息，繁殖にも彰響を及ぼし湖の生産力を著し〈減少 Coleoptera鞘麹lヨ
させる結果となる。 SilphαsexcαTωαtα ョツポシヒラタシデ，Ca-

観 察

食性調査は予備的に摩周湖のニジマス 14尾3 支きお

湖，倶多楽湖のヒメマスの各々 8尾について行った。

摩周湖，支勿湖の採集時期は産卵期で，倶多楽湖のも

のは6月上旬である。いずれも捕獲後消化管のみを固

定液に入れ，実験室にてその内容物を精査した。食鮮

は種類，個体によって飽食されているもの，全〈空虚

γαbus procerulus クロナガオサムシ，Pteγ0・

stichus sp.ナガゴミムシの一種 Podabrus

tempoγαlisウスイロヒメジョウカイ。

Hemiptera半麹目

Elαsmostethus humeγαlis ベニモンカメムシ

Hymenoptera膜麹目

Dipt泡ra双麹目

Chiγonol1叩 ssp. (larva， pupa) 
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JV[OLLUSCA軟体JVj物
Gyr，αulus Sp.ヒラマキガイの，一種。

摩周湖のニジマス

INSECTA昆虫類

Coleoptera鞘麹は

Silpha sexcαγinαtaョツボシヒラタシデムシ，

Nir;1・ophorusquadバ抑制tatusヨツボシモン

シデ，c.αγαbusprocerulusクロナガオサムシ.

Cαγabus gehiniオオルリオサムシ，Pteγostichus 

sp. アトキリプミムシのー積 Pterostir;h旬S

f肝・tisオオナガゴミムシ，Aprぬtussp.アト
キリコ、ミムシの一種，Phloeotryα， flavitαγsis 

キオピナガクチキ Elateridaeコメツキムシ

科 Melanot加 ssp.グシコメツキの一種，

Athous sp. ツヤハダコメツキの一種，Cteni.司

cera sp.ヒラタコメツキの一種，Ctenicera 

puncticollisコガネコメツキ，Adγ'astus pαta-

gtαt1lSクロスジヒメコメツキ， Chrysomelidae 

ハムシ科" Chrysomela aeneαルリハムシp

Sangαriola punctαtostriatαカタクリノ、ムシ，

Rhαgo旬νchαcω。oliクロヒメジョウカイ，PO圃
d日bγustempoγαlisウスイログビボソジョウカ

イ，Athemus sut-悦sellusジョウカイボシ3

Dytiscidaeゲンプロウ科， Pse1tdopyγochroα 

叩 f叫lα アカハネムシ Nemostirahir制的ツ

ヤナガA ムシダマシ， Staphilinidae -'、ネカク

シ科。

Hymenoptera膜麹目

Ichneumonidaeヒメパチ科 Nen印刷 obso・

letusクロツヤオナガパチ.1chneumon sp.ヒ

メパチの一種，Tenthγedellαgifuiコシアキハ

パチ，Tenthredina nigropictaクロムネオオ

ハパチ，Mtαcrophyla sp.， PteγomTI明日p.，

Formi，αsαnguineαアカキマアリ。

Diptera双麹目

Cylindrotomidaeシリプトカガンボ科， Chiro-

nomidae (larva)ユスリカ科， Anthomviidae 

ハナパエ科， Ceratopogonidaeヌカカ科Empis

falα官obαsαlisネウスオドリパェ‘ Tiplidaeヵ

ガンボ、科。

Hemiptera半麹目

f認αsmostethttsh1tmeralisベユモyカメムシ，

Acωtthosomαsp. 

Lepidoptera鱗麹目

Noctuidaeャガ科 (larva)， C.αcoecia sp. 、

マキ万の一種(larva).

Plecoptera積麹lヨ
Perlidaeカワゲラ科(larva).

Neuropter乱脈麹目

Sialis sp. (larva). 

Trichoptera毛麹目

ARACHNIDAクモ類

Araneina 

JV[AMMALIA時乳類

Soγex u旬guiculαtusオオアシトガリネズミ，

Soγex shinto sα例 usエゾトガリネズミ ，Cle-

thrionomys叩 foc側悦sbedfoγdiαe ェゾヤチ

ネズミ。

倶多楽湖のヒメマスの食性は動物性食餌で2 余り飽

食されていない。一部の甲殻類プランクトン，ユスリ

カを除いては，大部分が陸棲の昆虫で， 19積類，中で

も双麹目のクロホシケパェが全個体に多数倶食され，

会食餌中の大部分を占占うていた。次いで。鞘麹目，膜麹

I~，双麹目，半麹目，クモ類が摂食されていた。甲殻

類プランクトンは二個体に少量摂食されていたのみ

で3 而も二種類は混食されるととなく，どちらか一方

の種類のみ摂食されていた。而しこれらプラ y クトン

を摂食していた個体の主要餌料は他の個体と同じく陸

棲の見虫でるる。

支勿湖のヒメマスは消化管が全〈空虚のものが半数

みられ，食餌量も二湖のマス類に比べ，もっとも少く

ない。主要餌料は陸棲の昆虫6種類と水接見虫のユス

リカである。倶多楽湖のヒメマスと異っている点は，

摂食されている陸棲の昆虫の種類が少<，ユスリカが

比較的多いとと，摂食量が少し消化管のささ虚のもの

が多いこと，軟体説物のヒラマキガイの一種が摂食さ

れていたことである。従来の報告(沢， 1932)による

と本湖のヒメマスは Acanthodiαpto仰UtS等の浮滋性

甲殻類を主要餌料としているようであるが3 今回の調

査では，とれらは全く摂食されていなかった。

摩周湖のニジマスは，その主要餌料は，陸棲の昆虫

でp その種類，量共に他の二湖のヒメマスに比べ非常

に多い。即ち非常に広範囲で 46種類に達する。ー番

多〈摂食されているのは鞘麹目 23種類で，全体の半

数に及び，以下膜麹目，双麹乱半麹目，鱗麹目，積

麹乱脈麹同，毛麹目でp その他に魚卵〈恐らくニジ

マスの卵と息われる〉が2個体によって摂食されてい

た。更に非常に興味のある事実として 4個体によっ
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てエグヤチネズ.'， 2匹3 オオアシトガリネズミ 1匹，
エヅトガリネズミ 2匹が摂食されていたことでるる。

このうちエグヤチネズミとェゾトガリネズミ，エヅヤ

チネズミとオオアシトガリネズミの2匹ずつを摂食し

ていたのが2例みられた。その消化の程度は，摂食さ

れたばかりで殆んど原形のままのものもるるが，叉非

常によく消化され，脊椎骨，尾3 脚，頭骨の軟骨まで

も部分的によく消化され，一部の頭骨と歯形でようや

くその種を決定できたものもるった。それ故に二ジマ

スはかなり強力な消化能力と消化酵素が発達している

ものと恩われる。

以上の事実から賛栄養湖のヒメマスは，従来報告さ

れているように，食鮮の種類は浮滋性甲殻類のみでな

しむしろ殆んど大部分が陸棲の昆虫で主要餌料とな

っている。とれらは飛淘性のものや，樹木や叢に生活

しているものが3 偶然に或ね:気象的状件によって水面

に落下したものが食餌とされたものと考えられるが，

夜間において比較的に明るい湖面に出て落下したもの

が多いと恩われる。倶多楽湖のものにクロホシケパェ

が多数挺食されていたが，これは晴好性とか，選食性

によるものではなく，この時期に，この付近に多数出

現し，従って水面に落下する確率も多<，多数民食さ

れたものとJ思う。事実沙(麹目の類は5月から6月に多

数出現することから裏付られる。他方，ニジマスはヒ

メマスに比ぺ多種多様の餌料を摂って居り，陸撲の昆

虫にじても 4倍以上の多種類に及んで?いる。叉， ト

ガリネズミ，ェヅヤチネズミを摂食していることは，

未だその例をみないことであり，このことからも非常

に貧食性のものでるると思われる。どのようにして摂

食されたものか興味あることで怠るが，その経路及び

詳細は全く不明である。ネズミの大発生と関係~るも

のかどうか，これを裏付ける資料はない。ともかく非

常に珍らしい例として記録されるべきことである。

考察

河川における鱒類の食性については北海道水産試験

場(1926)のヤマベ，アメマえについて，桑山(1929)

のヤマベ，アメマスについて，西尾(1934)のイワナ

について，平栗 (1942)のニジマスについての報告が

あるが，いずれもその河川に棲息する水棲昆虫を摂食

しているもので，陸屡見虫を食餌としている例は西尾

(1934)のイワナでみられた少量の鞘麹目，膜麹目の

報告がるるのみで~る。

湖沼においてはヒメマスの食性について北海道水産

試験場 (1926)と沢 (1932)の洞爺湖p 支勿湖におけ

る報告によると， i同爺湖においては D叩hniαlongi-

sp的aが主要餌料で，次いで Cyclopsstγ仰闘が少

量採食されている。 支2弱、湖では Acanthodiαptomus
yα1'1ωn日ceηsisiJ:主要餌料でDαph叫αlongispiηαが

少量摂食されている。佐藤等 (1955)は青森県蔦沼の

調主主によれば Dαphniωlongispi1仰が主要餌料でp

とれに少量の Cyclopssp.が摂食されている。 白石

等(1955)の日光湯ノ湖においては Dαphni臼 lon-

gispinα. Diα.ptomus pαc~湾問s， Bosm仇α10η.giγ0・

st行s，Cyclops stγG句協とユスリカの踊p 幼虫を摂食

している。とれらの報告から，ヒメマスは浮滋性甲殻

類.中でも大型のものを主要餌料としてし、るようでる

る。而し筆者等の調査によれば，浮滋性甲殻類は治ん

ど或いは全く民会されていなし主要餌料は陸懐昆虫

であってp 従来の報告と非常に相違がみられた。ヒメ

マスはJ中帯に棲息しp 適温は 11-12"Cであると云わ

れているが，支勿湖， 倶多楽湖は 100m 以深は常時

4"C或いはそれ以下の低湿であるので， i中帯において

も深部には滋泳しないものと恩われる。それでェスリ

カの撰食は沿岸部の浅所のところのものかr 或いは羽

化期に表層に浮上してきたものが摂食されたものと考

えられる。叉 Gyraulussp.が決食されているが，こ

の種の臨息環境から考えても，かなり沿岸部にも滋泳

しているものと恩われる。叉両湖において陸棲昆虫を

主要餌料としていることからかなり表層を滋泳ずる

ものとJ思われる。

ヒメマスの食性が浮滋性甲殻類から，賛栄養湖にお

いては陸壊の昆虫に食慢の種類に変化を生じたととに

ついて考えてみるに，支勿湖には餌料となる Acαηtho-

d仰ptomus.Daphniaの大型浮滋性甲殻類がp 叉倶

多楽湖にはAcαntlωdiαptom悩(本湖においては人工

的に移殖されたものであるが，今回のヒメ÷ス採集時

に同時に湖中をプラ yクトンネットで採集した際発見

されなかった0)が出現するが，Acαηthodiαptomus 

は湖水中における出現量は非常に変説が大きく，数年

聞大量に出現したり叉極〈少数になるととも ~IJ ，更

には殆んど出現しないことも怠る。今回のヒメマス採

集時に好餌料で~る Acαnthodiαpωmus が非常に少

くないか3 或いは殆んど出現していなかったのか客観

的に推察する資料は不充分である。 L、ずれにしても食

餌の絶対量の不足を補うために陸棲の昆虫が水面に落

ちたのを摂食したものと思われる。これが一時的のも

のか或いは全面的なものか湖水の環境条件の調査と平
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行して季節的に，長期間に亘って調ぺる必要がるるが，

而し鮒、組の構造上からもブラシグトン食性に適Lてい

るヒメマスが食餌となる 7。ラνクトンが充分にらった

場合には，恐ら〈陸棲昆虫を摂食することはないと恩

われ，叉摂食しても主要餌料となるととはないと思わ

れる。従って賛栄養湖というプランクト yの量的に乏

しい水域においては必然的に食餌の種類に変化を生ぜ

しめ，との地方の昆虫の出現状況及び昆虫相の季節的

変化によって食餌の種類も相伴って変化するものと思

う。

ニジマスの食性については中野 (1941)は中網湖に

おいてワカサギを食し白石等 (1955)は日光湯ノ湖

においては 37糧類の食餌を反って居り，中でも毛麹

目，ュスリカ等の水底昆虫と浮滋性甲殻類が主要餌料

でこれに若干の陸棲昆虫が摂食されている。摩周湖に

おいては上記のヒメマスと同様に主要餌料は陸棲昆虫

で，ユスリカ，浮滋性甲殻類は殆んど或いは全く摂食

されていなし、。摩周湖においては食餌となる浮滋性甲

殻類は Dαp加 4α，Cyclopsが出現するが， その量は

非常に少いのではないかと恩う。その不足を補うのに

陸棲昆虫を民食したと考えるのは前記のヒメマスと全

〈同様定、:lbる。ただエズヤチネズミ等のようにかなり

の大きいものを摂食していることから相当に責食性で

るる。とのことからも石田 (1949)，白石等(1955)が

指摘するように食餌に対する選摂性はニジマスに関す

る限り考えられないのではなL、かと思う。ニジマスが

ネズミを好んで選訳して摂食するとは考えられないし

この同一個体が同時に各種多数の陸懐昆虫を撰食し

ているととからも裏付けられることと思う。叉ニジマ

スの卵を摂食しているととは採集時に丁度産卵期で'jら

ったために考えられるととで2ちるがp 久保 (1946)が

河川においてはサh マスの稚魚を食害するととを報

告しているととから，本湖におい可こもとれら卵が卿化

した稚魚がかなり食害される可能性が忘ると思われ

る。更にこのような栄養の乏しい湖においては，食餌

の不足から栄養が不充分となり魚体の短小化を来たす

恐れも充分d-->ると思う。

摘要

資栄養型に属ずる倶多楽湖p 支勿湖のヒメマス On-

corhyηchus neγk日開γ.αdonisと摩周湖のニジマス

Sαlmo gaiγdneii iγideusについてその食性を調査し

た結果，次の.;J::うな知見を得た。

1) 倶多楽湖におけるヒメマスは 22穏類の食餌を

摂り，主要餌料は鞘題目，膜麹目，双麹目，半麹目の

陸棲見虫で中でも双麹同のクロホジケパェ BibioJo-

hαηnisが全魚体に多数摂食されていた。その他に少

量のユスリカ， クモ類，浮滋f生甲殻類が摂食されてい

た。

2) 支勿湖におけるヒメマスは8種類の食餌を摂り

主要餌料は鞘趨目，膜遡自，半麹|ヨの陸佳昆虫とユスリ

カで，その他に少量のヒラマキガイの{種 Gyraulus

sp.が摂食されていた。摂食量ほ三湖中一番少<，消

化管の中が空虚のものが半数みられた。

3) 摩周湖のニジマスは 50種類の食餌を摂り，主

要餌料は鞘麹日，膜麹目，半麹目，双麹目 p 燐麹目の

陸棲昆虫で，その他に少量の脈麹日，蹟麹目，毛麹lヨ

の水棲昆虫と二ジマスの卵、エゾヤチネズミ Clethrio-

n仰 LySγufocαntlSbedfordiae，エゾトガリネズミ

Sorex shinto sαevus，オオアシトガリネズミ s.un-

guiculatusが摂食されていた。

図版説明

1. ニジマスの消化管内容物，大部分が鞘麹目

2. ユジ・7 スに摂食されたニジマス卵(左上方〕

3. 二ジマスに摂食されたエグヤチネズミ(頭部欠除〕

4. ニジマスに摂食されたエグヤチネズミ(完全個体〉

5. ニジマスに摂食されたオオアシトガリネス、、ミ
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Resurn岳

The food habits of two species of trout， 
Oncoγhynch1ιs neγka世αγ.αdonisくJordanet 
McGreor) and 8，αlmo gα4γdneii iγideus Gibbon 
from three lakes of Hokkaido， Kuttara-ko， 
Shikotsu-ko and Mashu-ko have been studied. 

The oligotrophic nature of the lakes is indi-

cated by high oxygen content of d伺 pwaters 

having poor benthic and planktonic faunas. 

Results of the examination of stomach加 d

intestine contents of O. n.叩 γ.αdonisand 
8. g. iγid泡usare summerrized in仕lefollow-
ing table. 

.1  S.g. 
Species of fishes : 0.旬・叩γ.adoη憾 iirde悌

一一一-N扇面on---: 一「一一一
Food 

lake ; Kuttara Shikotsu: Mashu 

organisms¥¥i 

ーIColeoptera 9 4 24 

呂田IHymenoptera: 4 1 8 
4三..."

担~I Hemiptera 4 1 2 

_ai.S I Dipter乱 1 0 5 

I Lepidoptera; 0 0 2 

ulDiptemllJ11  

者号INeuroptera I 0 0 1 

持IPlecoptera 0 0 1 

、同!Trietwera10101

Araneina 1 。 1 

Planktonic 2 。 。
Crustacea 

Gyγulus sp. O 1 。
Fish egg 。 O 1 

80γex shi.刊to
sαevus 
。 O 1 

8. unguicμtαtus 。 。 1 

Clγebtetγtdf4Jb0bo泊γa0d叫7t7tZa4ν8e s O 。 1 

Total 22 8 50 

Note; The arabic numerals show the number 

of species of food organisms. 

It is a very interesting fact that O. g.例-

deus had eaten the eggs of itself， two species 
of shrews， 807・ω sh仰.tosaevus and 8. 1日tgui-
culαtus， and one species of voles， Clethriono・
mys叩 focα附 sbedfordiae. 


